
尾
林
焼
・
天
龍
峡
焼

な
ど
の
篆
刻
陶
器
の
歴

史
を
辿
る
う
ち
に
、
明

治
３０
年
代
に
五
世
濱
邨

蔵
六
と
交
流
の
あ
っ
た

岡
谷
の
篆
刻
家
・
八
幡

郊
處
が
そ
の
草
創
期
に

関
与
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
さ
ら
に
村
澤
武

夫
が
『
信
濃
人
物
誌
』

で
郊
處
の
作
品
（
印
譜

集
）
と
し
て
紹
介
し
て

い
る
『
鵞
湖
十
二
勝
印

譜
』『
郊
處
壬
子
印
譜
』

を
探
索
し
て
い
る
う

ち
、
た
ま
た
ま
郊
處
末

裔
の
蔵
か
ら
そ
の
二
書

と
と
も
に
『
天
龍
峡
十

勝
印
譜
』
が
発
見
さ
れ

た
。
三
書
と
も
国
会
図

書
館
及
び
中
村
不
折
の

書
道
博
物
館
や
地
元
の

図
書
館
に
は
未
所
蔵
で

あ
る
。

こ
の
う
ち
『
鵞
湖
十

二
勝
印
譜
』
は
正
確
に

は『
諏
訪
十
二
勝
印
譜
』

と
い
い
、
明
治
３４
年
頃

の
刊
行
。ま
た『
郊
處
壬

子
印
譜
』
に
は
明
治
４３

年
の
序
が
あ
り
、
大
正

元
年
１０
月
に
刊
行
さ
れ

て
い
る
。な
か
で
も『
郊

處
壬
子
印
譜
』
に
は
福

島
安
正
、
小
坂
芝
田
、

菊
池
契
月
、
松
林
桂

月
、
中
村
不
折
、
渡
辺

千
秋
（
宮
内
大
臣
）、渡

邉
國
武
（
大
蔵
大
臣
）、

徳
富
蘇
峰
（
猪
一
郎
）、

小
川
平
吉
ら
著
名
人
の

印
譜
に
混
じ
っ
て
、
千

代
の
大
平
小
洲
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
印
譜
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
郊

處
の
腕
前
を
推
し
量
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
『
天
龍
峡
十
勝

印
譜
』
は
表
紙
と
奥
付

が
な
い
が
、
巻
頭
に
、

「
丁
未
秋
姫
城
客
中
」

（
�
明
治
４０
年
秋
、
飯

田
に
滞
在
中
）
及
び

「
上
柳
仁
兄
」
の
書
き

つ
け
が
あ
り
、
ま
た
大

平
小
洲
の
口
絵
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の
頃
の
製
作
と
類
推
で

き
る
。
天
龍
峡
十
勝
の

印
譜
集
で
あ
る
。

阪
谷
朗
廬
『
天
龍
峡

の
記
』（
明
治
１３
年
）
で

全
国
の
詩
人
・
書
人
に

紹
介
さ
れ
た
天
龍
峡

は
、
そ
の
後
、
明
治
１５

年
松
泉
関
島
良
致
に
迎

え
ら
れ
た
日
下
部
鳴
鶴

（
東
作
）
が
、
岩
峰
十

勝
を
選
び
、
揮
毫
。
岩

面
に
自
筆
の
文
字
即
ち

す
い
か
ん

き

う

ぼ
う
せ
き

「
垂
竿
磯
、
烏
帽
石
、

き

よ
う
が
い

こ

や
き
ょ
う

け
い

歸
鷹
崖
、
姑
射
橋
、
烱

け
い
た
ん

よ
く
か
く
が
ん

せ
ん
じ
ょ
う

烱
潭
、
浴
鶴
厳
、
仙
牀

ば
ん

し
ょ
う

ぶ

ど
う

り
ゅ
う

か
く

磐
、
樵
廡
洞
、
龍
角

ほ
う

ふ

よ
う
ど
う

峯
、
芙
蓉
�
」を
刻
み
、

翌
１６
年
初
冬
に
は
岩
彫

り
も
完
成
「
天
龍
峡
十

勝
」
が
創
出
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
が
呼
び
水
と
な

っ
て
、
巌
谷
一
六
・
平

野
草
雪
・
尾
崎
行
雄
・

富
岡
鉄
斎
・
萩
野
音
松

（
登
山
家
）
ら
、
画
家

や
文
人
墨
客
が
相
次
い

で
来
峡
し
た
他
、
明
治

３６
年
に
は
痴
山
北
原
阿

智
之
助
（
芋
作
）
が

『
伊
那
名
勝
志
』
を
出

版
、
天
龍
峡
保
勝
会
が

結
成
さ
れ
、
全
国
的
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
明
治
４１
年
７

月
に
は
「
日
本
」
新
聞

の
「
日
本
避
暑
地
投

票
」
で
３
位
に
選
ば

れ
、
明
治
４２
年
８
月
１１

―
１４
日
に
は
河
竹
繁
俊

（
当
時
は
市
村
姓
）
が

「
避
暑
地
天
龍
峡
」
を

「
南
信
」
新
聞
に
連
載

す
る
な
ど
、
飯
田
線
の

天
竜
峡
開
通
を
前
に
、

明
治
末
期
か
ら
大
正
期

に
か
け
て
は
天
龍
峡
の

隆
盛
期
を
迎
え
て
い

た
。一

方
で
、
龍
江
尾
林

に
は
明
治
３０
年
頃
、
水

野
儀
三
郎
を
頼
っ
て
瀬

戸
か
ら
や
っ
て
き
た
加

藤
熊
之
丞
（
俊
二
）
が

薄
手
の
花
瓶
や
菓
子

器
、
茶
器
、
酒
器
等
に

山
水
画
や
菊
花
を
色
絵

で
描
く
な
ど
の
尾
林
焼

に
新
機
軸
を
打
ち
出
し

た
。
さ
ら
に
中
村
蘭
台

（
初
世
）
の
来
峡
（
明

治
３６
―
３７
）
に
刺
激
さ

れ
、
そ
の
門
下
に
な
る

萩
元
�
斎
（
派
�
林
朴

斎
・
木
下
卓
斎
・
小
斎

・
�
畝
、
等
）、篠
田
�

斎
な
ど
が
活
躍
し
、
全

国
特
産
物
博
覧
会
や

「
一
府
十
二
県
連
合
共

進
会
」
で
入
賞
、
乞
わ

れ
て
朝
鮮
総
督
府
の
商

品
陳
列
館
な
ど
に
も
出

品
し
て
い
る
。

同
じ
頃
、
諏
訪
か
ら

八
幡
郊
處
や
、
東
京
か

ら
大
橋
浩
堂
と
い
っ
た

篆
書
家
も
明
治
末
相
次

い
で
飯
田
を
訪
れ
、
専

照
寺
や
大
和
館
、
蕉
梧

堂
な
ど
に
半
年
か
ら
１

年
近
く
滞
在
し
、
篆
刻

や
楽
焼
の
技
を
同
好
の

士
に
伝
え
、
地
元
の
名

士
と
交
流
し
て
い
る
。

八
幡
郊
處
は
大
平
小
洲

と
親
し
く
数
年
間
に
何

度
も
南
信
に
足
を
運

び
、
大
橋
浩
堂
は
そ
の

ま
ま
尾
林
に
居
住
、
大

正
４
年
９
月
４７
歳
で
亡

く
な
る
ま
で
当
地
で
活

躍
し
た
。

こ
の
ほ
ど
発
見
さ
れ

た
八
幡
郊
處
の
『
天
龍

峡
十
勝
印
譜
』
の
印
章

は
ま
さ
に
郊
處
が
再
来

し
て
い
た
明
治
４０
年
２

月
か
ら
翌
４１
年
５
月
頃

の
製
作
さ
れ
、
明
治
４５

年
発
光
堂
か
ら
刊
行
さ

れ
た
上
柳
緑
編
『
天
龍

峡
』
に
収
載
さ
れ
て
い

る
印
章
そ
の
も
の
だ
。

『
天
龍
峡
』
は
、
酒
造

家
上
柳
緑
（
喜
茂
・
不

尽
庵
、
平
洲
、
外
川
）

編
と
な
っ
て
お
り
、「
例

言
」
に
よ
れ
ば
高
松
陸

舟
・
千
野
鳩
林
・
小
林

天
龍
の
三
人
が
主
に
編

集
に
あ
た
っ
た
と
あ

る
。
永
坂
石
�
（
漢
詩

界
の
泰
斗
、
森
春
濤
門

四
天
王
の
一
人
）
の
題

字
、
野
村
素
介
（
素

軒
）
・
久
我
通
久
（
梅

庵
）
・
東
久
世
通
嬉

（
竹
亭
）
な
ど
の
記

号
、
朗
廬
阪
谷
素
・
潭

處
丸
山
仲
粛
・
松
泉
関

島
良
致
・
鳴
鶴
日
下
部

東
作
を
筆
頭
に
、
痴
山

（
芋
作
）
・
収
蔵
（
奥

村
）
・
盈
重
（
有
賀
）

茂
穂
（
今
村
）
・
重
興

（
原
九
右
衛
門
）
な
ど

内
外
の
和
漢
の
詩
人
た

ち
の
天
龍
峡
を
詠
っ
た

作
品
、
そ
の
他
、
大
橋

浩
堂
の
篆
書
「
雲
煙
供

養
」
と
、
十
勝
の
挿
絵

と
そ
れ
ぞ
れ
の
篆
刻
、

「
跋
」
は
小
漣
山
人
こ

と
薄
井
龍
之
と
い
う
贅

沢
な
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
主
題

の
一
つ
で
も
あ
る
十
勝

の
挿
絵
は
落
款
が
あ
る

が
不
詳
、
篆
刻
印
章
に

つ
い
て
も
記
述
が
な
い

の
で
小
生
は
篆
書
を
載

せ
た
大
橋
浩
堂
の
も
の

と
思
い
込
ん
で
い
た
。

郊
處
は
昭
和
７
年
１２

月
２５
日
に
急
逝
し
た

が
、
大
正
１２
年
の
平
民

宰
相
・
原
敬
の
盛
岡
に

あ
る
菩
提
寺
へ
の
奉
納

額
（
原
敬
書
・
郊
處

刻
）
や
、
昭
和
５
年
の

諏
訪
大
社
下
社
に
「
日

本
第
一
大
将
軍
神
」「
克

忠
己
孝
」（
東
郷
平
八
郎

書
・
郊
處
刻
）
の
篆
刻

額
奉
納
と
し
て
全
国
的

に
も
著
名
だ
っ
た
。
郊

處
未
亡
人
の
残
し
た
ス

ク
ラ
ッ
プ
に
も
新
聞
の

訃
報
に
「
明
治
卅
年
下

伊
那
郡
飯
田
町
に
滞
在

中
天
龍
峡
の
尾
林
焼
の

篆
刻
を
創
始
元
祖
と
し

て
今
日
の
名
勢
を
博
し

た
雅
味
津
々
た
る
も
の

も
今
は
翁
の
面
影
を
し

の
ぶ
遺
物
と
な
つ
た
」

と
い
う
記
述
（
訃
報

「
篆
刻
の
巨
匠

八
幡

郊
處
翁
」）を
確
認
し
て

い
た
が
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

に
は
「
東
京
」
と
い
う

書
き
込
み
が
あ
る
だ
け

で
紙
名
も
掲
載
年
月
日

も
不
詳
で
あ
っ
た
。
先

に
発
見
し
た
尾
林
・
二

木
家
に
残
さ
れ
て
い
た

郊
處
刻
の
徳
利
な
ど
と

併
せ
て
、
今
回
発
見
さ

れ
た
『
天
龍
峡
十
勝
印

譜
』
の
１０
個
の
印
章
は

ま
さ
に
八
幡
郊
處
が
天

龍
峡
に
深
く
関
与
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
一
証

左
に
他
な
ら
な
い
。

明
治
末
か
ら
大
正

期
、
戦
前
と
天
龍
峡
の

隆
盛
と
軌
を
一
に
し
て

盛
ん
に
な
っ
た
篆
刻
陶

器
は
、
そ
の
高
い
芸
術

性
ゆ
え
に
時
代
か
ら
取

り
残
さ
れ
、
技
術
的
に

も
今
ま
さ
に
消
え
な
ん

と
し
て
い
る
。
古
き
良

き
時
代
、
時
代
の
好
み

と
い
え
ば
そ
れ
き
り
だ

が
、
底
流
に
、
こ
の
地

域
の
高
い
教
養
と
審
美

眼
が
生
み
出
し
た
歴
史

が
流
れ
て
い
た
こ
と
は

記
録
し
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

�
�
���

発見された『天龍峡十勝印譜』

十勝の印章「垂竿磯」「龍角峯」
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